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公共用水域におけるＰＦＯＳ及びＰＦＯＡの調査 

Investigation of Perfluorooctanesulfonic acid and Perfluorooctanoic acid 

in Public Water Areas 
 

下道 翔平  髙橋 恵美  後藤 つね子  藤原 成明＊1 

Syouhei SITAMITI， Emi TAKAHASHI， Tsuneko GOTOU，Shigeaki FUJIWARA 

 

令和 3 年度及び 4 年度に県内の公共用水域におけるペルフルオロオクタンスルホン酸（以下「PFOS」という。）

及びペルフルオロオクタン酸（以下「PFOA」という。）の環境実態調査を行った。河川水等、地下水の調査を行い、

一部で PFOS 又は PFOA が検出された。 
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1 はじめに 

PFOS 及び PFOA は撥水性と撥油性を併せ持つ特異

な性質を有していることから、これまで泡消火薬剤や撥

水剤等に広く使用されてきた。しかし、化学的に極めて

安定性が高く、水溶性かつ不揮発性の物質であるため、

環境中に放出された場合には河川等に移行しやすい。ま

た、環境中で分解されにくく、長期的に環境に残留する

と考えられている。 

両物質とも現在は、残留性有機汚染物質に関するスト

ックホルム条約（POPs 条約）の対象となっており、国

際的に製造・使用、輸出入が制限・禁止されている。 

日本では、令和 2 年 5 月 28 日付け、「水質汚濁に係る

人の健康の保護に関する環境基準等の施行等について

（通知）」１）（以下「環境省通知」という。）により、公

共用水域等の要監視項目に PFOS 及び PFOA が追加さ

れ、指針値（暫定）として PFOS 及び PFOA の合計値

50ng/L が設定された。また、令和 4 年 12 月に水質汚濁

防止法施行令の一部を改正する政令が公布され、

PFOS・PFOA 及びその塩が水質汚濁防止法に規定する

「公共用水域に多量に排出されることにより人の健康若

しくは生活環境に係る被害を生ずるおそれがある物質

（指定物質）」に追加された。 

 本稿では、環境省通知による測定方法を参考に、宮城

県内（仙台市を除く。）の公共用水域等の PFOS 及び

PFOAの存在状況を把握するために実施した調査結果を

報告する。 

 

2 方法 

2.1 試料採水 

採水は令和 3 年度及び 4 年度に実施した。河川水等は、

公共用水域環境基準点を中心に 37 地点、地下水は 6 地

点で採水した。 

2.2 試薬等 

  PFOS・PFOA 混合標準液は、Wellington Laboratories 
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社製 L-PFOS（Sodium perfluoro-1-octanesulfonate）

50μg /mL 及び PFOA（Perfluoro-n-octanoic acid）50μg 

/mL をメタノールで希釈し、混合標準液（0.5μg /mL）

を調製した。 

 サロゲート混合標準液には、Wellington Laboratories

社 製 M8PFOS （ Sodium perfluoro-1- （ 13C8 ）

octanesulfonate ） 50μg /mL 及 び M8PFOA

（Perfluoro-n-（13C8）octanoic acid）50μg /mL をメ

タノールで希釈し、サロゲート混合標準液（0.01μg /mL）

を調製した。 

 その他：アセトニトリル（関東化学㈱LC/MS 用）、

メタノール（関東化学㈱LC/MS 用）、ギ酸（関東化学

㈱高速液体クロマトグラフィー用）、酢酸アンモニウム

（関東化学㈱）、アンモニア水（関東化学㈱）、塩酸（関

東化学㈱）、水酸化ナトリウム（関東化学㈱） 

2.3 分析方法 

分析フローチャートは図 1 のとおりである。サロゲー

ト混合標準液を 100μL添加した試料 500ｍL を、塩酸も

しくは水酸化ナトリウム水溶液を加えて pH3～4 に調整

し、メタノール 5mLと 0.1%アンモニアメタノール 10mL、

メタノール 5mL、超純水 5mL でコンディショニングし

た固相（Oasis Wax Plus type（225mg）（Waters㈱

製））にコンセントレーターで 10mL/分通水し、目的物

質を保持させた。通水した固相を 10 分間 3，000rpm で

遠心脱水後、0.1%アンモニアメタノール 5mL で溶出し

た。溶出液を窒素吹付で 0.1mL 程度まで濃縮し、50%

メタノール水溶液で 1mL に定容後、LC-MS/MS で測定

した。 

なお、検量線は混合標準液を、50%メタノール水溶液

で 0.5μg/L～10μg/L の 6 点で調製し、それらにサロゲー

ト混合標準液を 10μg/L になるように添加して、

LC-MS/MS で測定後のピーク面積を用いて作成した。相

関係数（r）はいずれも 0.995 以上の良好な結果であっ

た。 
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添加回収試験は、混合標準液を試料に 10μL 添加し、

回収率は PFOS が 95.6～114%、PFOA が 106～117%

と良好な結果であった。 

LC-MS/MS 条件は、図 2 のとおりである。 

図１ 前処理操作手順 

図２  LC-MS/MS 条件 

 

2.4 測定結果 

河川水等は、37 地点中 4 地点で PFOS または PFOA

が検出されたが、その合計値はいずれも指針値（50ng/L）

を下回った。 

地下水は、6 地点中 1 地点で令和 3 年度、4 年度とも

に PFOS 及び PFOA が検出され、その合計値はいずれ

も指針値を上回ったが、他の 5 地点では検出されなかっ

た。 

なお、指針値を上回った地点は、環境省が令和 2 年度

に実施した「有機フッ素化合物全国存在状況調査 2）3）（以

下「環境省調査」という。）」で指針値を上回っていた。

測定値を表 1、2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 河川水等の測定結果 

 

 

表２ 指針値を上回った地点の測定結果 

指針値を上回った地点における、採水時の詳細情報は

表 3 のとおりである。 

PFOS・PFOA 合計値の濃度は、採水年度間で変動が

確認された。また、採水年度間で、臭気の有無等の水質

の変化が確認された。 

表３ 指針値を上回った地点の採水時情報 

 

3 まとめ 

今回の調査において、河川水等は全ての調査地点で指

針値を下回った。地下水は 1 地点を除く調査地点で指針

値を下回った。指針値を上回った地点における測定結果

（表 2）について、減少傾向がみられたが、採水時期が

環境省調査は冬季で、本調査は春季であり、季節の変化

による要因も考えられた。 
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